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(57)【要約】
【課題】超音波検査中に検査者が姿勢の良否を容易に把
握することができる超音波診断装置及び超音波診断装置
の利用者姿勢の評価報知方法を提供する。
【解決手段】実施形態に係る超音波診断装置１は、超音
波画像を撮影するときの検査者の姿勢情報を取得する姿
勢情報取得部１８ａと、その姿勢情報取得部１８ａによ
り取得された検査者の姿勢情報を用いて検査者の姿勢を
評価する姿勢評価部１８ｂと、その姿勢評価部１８ｂに
よる評価結果を検査者に報知する評価報知部１８ｄとを
備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波画像を撮影するときの検査者の姿勢情報を取得する姿勢情報取得部と、
　前記姿勢情報取得部により取得された前記検査者の姿勢情報を用いて前記検査者の姿勢
を評価する姿勢評価部と、
　前記姿勢評価部による評価結果を前記検査者に報知する評価報知部と、
を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記姿勢情報取得部は、
　前記検査者の動作を検知する骨格検知部と、
　前記骨格検知部により検知された前記検査者の動作情報を用いて前記検査者の骨格情報
を抽出し、前記検査者の姿勢情報とする骨格抽出部と、
を具備することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記姿勢評価部は、
　前記検査者の姿勢評価基準となる評価基準情報を保持する評価基準情報保持部と、
　前記姿勢情報取得部により取得された前記検査者の姿勢情報を用いて前記検査者の姿勢
を解析する姿勢解析部と、
　前記姿勢解析部による解析結果及び前記評価基準情報保持部により保持された前記評価
基準情報を用いて前記検査者の姿勢を判定する姿勢判定部と、
を具備することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記姿勢情報取得部により取得された前記検査者の姿勢情報及び前記姿勢評価部による
評価結果を用いて前記検査者の推奨姿勢を特定する推奨姿勢特定部をさらに備え、
　前記評価報知部は、前記推奨姿勢特定部により特定された前記検査者の推奨姿勢を報知
することを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記推奨姿勢特定部は、
　前記検査者の推奨姿勢に関する推奨姿勢情報を保持する推奨姿勢情報保持部と、
　前記超音波画像を撮影する検査に関する検査情報を取得する検査情報取得部と、
　前記推奨姿勢情報保持部により保持された前記推奨姿勢情報、前記検査情報取得部によ
り取得された前記検査情報及び前記姿勢情報取得部により取得された前記検査者の姿勢情
報を用いて前記検査者の推奨姿勢を決定する推奨姿勢決定部と、
を具備することを特徴とする請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記姿勢情報取得部は、前記検査者の姿勢情報に加え、被検者の姿勢情報を取得し、
　前記推奨姿勢特定部は、前記検査者の推奨姿勢を特定することに加え、前記姿勢情報取
得部により取得された前記被検者の姿勢情報に基づいて前記被検者の推奨姿勢を特定し、
　前記評価報知部は、前記推奨姿勢特定部により特定された前記検査者の推奨姿勢及び前
記被検者の推奨姿勢を報知することを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の超音波診
断装置。
【請求項７】
　前記姿勢評価部による評価結果に関する姿勢レポートを作成するレポート作成部をさら
に備えることを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の超音波診断装置
。
【請求項８】
　超音波画像を撮影するときの検査者の姿勢情報を取得する工程と、
　取得した前記検査者の姿勢情報を用いて前記検査者の姿勢を評価する工程と、
　前記姿勢の評価結果を前記検査者に報知する工程と、
を有することを特徴とする超音波診断装置の利用者姿勢の評価報知方法。
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【請求項９】
　前記姿勢情報を取得する工程は、
　前記検査者の動作を検知する工程と、
　検知した前記検査者の動作情報を用いて前記検査者の骨格情報を抽出し、前記検査者の
姿勢情報とする工程と、
を有することを特徴とする請求項８に記載の超音波診断装置の利用者姿勢の評価報知方法
。
【請求項１０】
　前記姿勢を評価する工程は、
　前記検査者の姿勢評価基準となる評価基準情報を保持する工程と、
　取得した前記検査者の姿勢情報を用いて前記検査者の姿勢を解析する工程と、
　前記姿勢の解析結果及び保持した前記評価基準情報を用いて前記検査者の姿勢を判定す
る工程と、
を有することを特徴とする請求項８又は請求項９に記載の超音波診断装置の利用者姿勢の
評価報知方法。
【請求項１１】
　取得した前記検査者の姿勢情報及び前記評価結果を用いて前記検査者の推奨姿勢を特定
する工程をさらに有し、
　前記評価結果を報知する工程では、特定した前記検査者の推奨姿勢を報知することを特
徴とする請求項８乃至請求項１０のいずれか一項に記載の超音波診断装置の利用者姿勢の
評価報知方法。
【請求項１２】
　前記推奨姿勢を特定する工程は、
　前記検査者の推奨姿勢に関する推奨姿勢情報を保持する工程と、
　前記超音波画像を撮影する検査に関する検査情報を取得する工程と、
　保持した前記推奨姿勢情報、取得した前記検査情報及び取得した前記検査者の姿勢情報
を用いて前記検査者の推奨姿勢を決定する工程と、
を有することを特徴とする請求項１１に記載の超音波診断装置の利用者姿勢の評価報知方
法。
【請求項１３】
　前記姿勢情報を取得する工程では、前記検査者の姿勢情報に加え、被検者の姿勢情報を
取得し、
　前記推奨姿勢を特定する工程では、前記検査者の推奨姿勢を特定することに加え、取得
した前記被検者の姿勢情報に基づいて前記被検者の推奨姿勢を特定し、
　前記評価結果を報知する工程では、特定した前記検査者の推奨姿勢及び前記被検者の推
奨姿勢を報知することを特徴とする請求項１１又は請求項１２に記載の超音波診断装置の
利用者姿勢の評価報知方法。
【請求項１４】
　前記評価結果に関する姿勢レポートを作成する工程をさらに有することを特徴とする請
求項８乃至請求項１３のいずれか一項に記載の超音波診断装置の利用者姿勢の評価報知方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置及び超音波診断装置の利用者姿勢の評価報知方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波プローブにより被検者内を超音波で走査して被検者内からの
反射波を受信し、その反射波の強度分布に基づいて被検者の内部状態を超音波画像として
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画像化する装置である。この超音波診断装置を用いて超音波検査を行う場合、例えば、検
査者（利用者）は被検者を椅座位や臥位などの状態にし、自身は座位や立位などの状態で
超音波プローブを被検者の部位に当てて撮影を行う。
【０００３】
　このような超音波検査は、検査者にとって筋骨格系障害のリスクが存在する作業である
ことが海外の研究を中心に明らかになってきている。また、日本超音波医学会の調査（一
例として２０１０年度の調査）でも、６６％程度の施設で筋骨格系障害の症状を訴える検
査者がおり、四人に一人の割合で筋骨格系障害の症状があることが報告されている。なお
、筋骨格系障害のリスクが超音波検査の作業にあるという認知度自体も４０％程度と低く
なっている。
【０００４】
　筋骨格系障害のリスクのある姿勢は、日本超音波医学会によって作業姿勢に関する人間
工学的ガイドラインなどに基づいて項目化されているが、現状では、目視による定性的な
手段でしか姿勢を把握することはできない。また、検査者は検査の妨げになるような姿勢
となることを自然に避けるため、筋骨格系障害のリスクのある姿勢を日常的に取る傾向に
ある。現状では、超音波検査中に検査者が姿勢の良否を把握すること、特にリスクのある
姿勢を取っていることを自覚することは難しい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－７０７６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、超音波検査中に検査者が姿勢の良否を容易に把握す
ることができる超音波診断装置及び超音波診断装置の利用者姿勢の評価報知方法を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態に係る超音波診断装置は、超音波画像を撮影するときの検査者の姿勢情報を取
得する姿勢情報取得部と、姿勢情報取得部により取得された検査者の姿勢情報を用いて検
査者の姿勢を評価する姿勢評価部と、姿勢評価部による評価結果を検査者に報知する評価
報知部とを備える。
【０００８】
　実施形態に係る超音波診断装置の利用者姿勢の評価報知方法は、超音波画像を撮影する
ときの検査者の姿勢情報を取得する工程と、取得した検査者の姿勢情報を用いて検査者の
姿勢を評価する工程と、姿勢の評価結果を検査者に報知する工程とを有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の一形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】実施の一形態に係る検査者の姿勢を説明するための説明図である。
【図３】実施の一形態に係る検査者の骨格情報を説明するための説明図である。
【図４】実施の一形態に係る姿勢解析を説明するための説明図である。
【図５】実施の一形態に係る姿勢解析の計測方法の一例を説明するための説明図である。
【図６】実施の一形態に係る姿勢評価情報テーブルを説明するための説明図である。
【図７】実施の一形態に係る推奨姿勢情報テーブルを説明するための説明図である。
【図８】実施の一形態に係る報知の一例（良好）を説明するための説明図である。
【図９】実施の一形態に係る報知の一例（警告）を説明するための説明図である。
【図１０】実施の一形態に係る推奨姿勢の報知を説明するための説明図である。
【図１１】実施の一形態に係る姿勢レポートを説明するための説明図である。
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【図１２】実施の一形態に係る姿勢評価処理の流れを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　実施の一形態について図面を参照して説明する。
【００１１】
　図１に示すように、実施の一形態に係る超音波診断装置１は、患者などの被検者に対し
て超音波の送受信（送受波）を行う超音波プローブ２と、その超音波プローブ２が着脱可
能に接続される装置本体３とを備えている。
【００１２】
　超音波プローブ２は、被検者の表面にその先端面を接触させた状態で、超音波の送受信
を行う超音波探触子である。この超音波プローブ２は複数の圧電振動子を内蔵しており、
それらは先端面に二次元的に配列されている。超音波プローブ２は、各圧電振動子により
被検者内に超音波を送信してスキャン領域を走査し、被検者からの反射波をエコー信号と
して受信する。なお、このスキャンとしては、例えばＢモードスキャンやドプラモードス
キャンなど各種のスキャンがある。
【００１３】
　装置本体３は、超音波プローブ２に対する駆動信号の送信及び超音波プローブ２からの
反射信号の受信を行う送受信部１１と、反射信号を処理する信号処理部１２と、超音波画
像を生成する画像生成部１３と、各種画像を表示する表示部１４と、各種情報を記憶する
記憶部１５と、検査者などの操作者により入力操作される入力部１６と、各部を制御する
制御部１７と、検査者の姿勢を評価する姿勢評価ユニット１８とを内蔵している。
【００１４】
　送受信部１１は、超音波プローブ２に超音波を発生させるための駆動信号、すなわち各
圧電振動子に印加する電気パルス信号（励起信号）を生成し、その電気パルス信号を超音
波プローブ２に送信する。さらに、送受信部１１は、超音波プローブ２からの反射信号、
すなわちエコー信号を受信し、その受信信号に対して整相加算を行い、その整相加算によ
り取得した信号を信号処理部１２に出力する。
【００１５】
　信号処理部１２は、Ｂモード処理部（あるいはＢｃモード処理部）やドプラモード処理
部、カラードプラモード処理部などを有している（いずれも図示せず）。Ｂモード処理部
は、送受信部１１から供給された受信信号の振幅情報の映像化を行い、Ｂモード信号のデ
ータを生成する。ドプラモード処理部は、送受信部１１から供給された受信信号からドプ
ラ偏移周波数成分を取り出し、さらに、ＦＦＴ（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓ
ｆｏｒｍ）処理などを施し、血流情報のドプラ信号のデータを生成する。カラードプラモ
ード処理部は、送受信部１１から供給された受信信号に基づいて血流情報の映像化を行い
、カラードプラモード信号のデータを生成する。信号処理部１２は、生成した各種のデー
タを画像生成部１３や制御部１７に出力する。
【００１６】
　画像生成部１３は、信号処理部１２から供給されたデータに基づいてスキャン領域に関
する二次元や三次元の超音波画像を生成する。例えば、画像生成部１３は、供給されたデ
ータからスキャン領域に関するボリュームデータを生成し、その生成したボリュームデー
タからＭＰＲ処理（多断面再構成法）により二次元の超音波画像のデータやボリュームレ
ンダリング処理により三次元の超音波画像のデータを生成する。画像生成部１３は、生成
した二次元や三次元の超音波画像を表示部１４に出力する。なお、超音波画像としては、
例えば、Ｂモード画像やドプラモード画像、カラードプラモード画像、Ｍモード画像など
がある。
【００１７】
　表示部１４は、画像生成部１３により生成された超音波画像や操作画面（例えば、操作
者から各種指示を受け付けるためのＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒ
ｆａｃｅ））などの各種画像を表示する表示装置である。この表示部１４としては、例え
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ば、液晶ディスプレイや有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプ
レイなどを用いることが可能である。
【００１８】
　記憶部１５は、制御部１７が実行するプログラムや画像生成に必要なデータ、超音波画
像などの各種情報を記憶する記憶装置である。この記憶部１５としては、例えば、ＨＤＤ
（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ　Ｄｒｉｖｅ）やＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）
などの記憶部を用いることが可能である。
【００１９】
　入力部１６は、操作者による入力操作を受け付ける操作部であり、例えば、撮像指示や
画像表示、画像の切り替え、モード指定、各種設定などの様々な入力操作を受け付ける。
この入力部１６としては、例えば、ＧＵＩ、あるいは、ボタンやキーボードなどの入力デ
バイスを用いることが可能である。
【００２０】
　制御部１７は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
やＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｍｅｍｏｒｙ）などにより構成されており、入力部１６からの入力信号に基づいてプロ
グラムなどを読み出して実行し、各部の制御を行う。例えば、制御部１７は、信号処理部
１２から供給されたデータや所定処理により得られたデータなどを記憶部１５に保存する
制御、さらに、表示部１４に画像を表示させる制御などを行う。
【００２１】
　姿勢評価ユニット１８は、検査者や被検者の姿勢情報を取得する姿勢情報取得部１８ａ
と、検査者や被検者の姿勢を評価する姿勢評価部１８ｂと、検査者や被検者の推奨姿勢を
特定する推奨姿勢特定部１８ｃと、評価結果や推奨姿勢を報知する評価報知部１８ｄと、
検査者の姿勢レポートを作成するレポート作成部１８ｅとを備えている。
【００２２】
　姿勢情報取得部１８ａは、検査者や被検者の動作を検知する骨格検知部２１と、その検
査者や被検者の動作を抽出する骨格抽出部２２とを具備している。この姿勢情報取得部１
８ａは、骨格検知部２１により検知された動作情報から検査者又は被検者の骨格（骨格点
の三次元座標）を骨格抽出部２２により抽出し、検査者又は被検者の骨格情報を取得する
。
【００２３】
　骨格検知部２１は、検査者又は被検者の検査中の動作（例えば、座位や体位など）を検
知する。この骨格検知部２１は、カメラ（例えば、赤外線カメラ）やセンサ（例えば、モ
ーションセンサ）などを用いて検査者又は被検者の動作情報を取得する。なお、骨格検知
部２１としては、例えば、カメラなどの撮像デバイスによりカラー動画像を撮像し、その
カラー動画像から人の位置と関節の位置を三次元で計測しその情報を伝達するデバイス、
あるいは、人体にマーカを取り付け、そのマーカをカメラで読み取って計測し、その情報
を伝達するデバイスなどがある。なお、人の位置と関節の位置の検出精度を高める場合や
物の陰に隠れて検出することができない場合などを想定し、カメラを複数台使用するよう
にしても良い。
【００２４】
　骨格抽出部２２は、骨格検知部２１により得られた動作情報から検査者や被検者の検査
中の骨格（骨格点の三次元座標）を抽出し、検査者や被検者の骨格情報を取得する。この
骨格抽出部２２は、人の関節の三次元座標を複数点（一例として２０点）取得することが
可能であり、検査者又は被検者の動作状態を認識するために各関節部の座標を取得する。
さらに、その情報をリアルタイムに取得し、各関節部の座標を時系列のデータとして得る
ことによって動作状態を取得することができる。
【００２５】
　例えば、図２に示すように、骨格抽出部２２は、超音波診断装置１を使用する検査者の
関節の骨格点（三次元座標）ａを複数点、リアルタイムに取得し、各関節部の骨格点ａを
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時系列のデータとして得る。これにより、検査者の動作状態を取得し、一連の骨格情報を
姿勢情報として得ることが可能である。
【００２６】
　図１に戻り、姿勢評価部１８ｂは、検査者や被検者の姿勢を解析する姿勢解析部２３と
、検査者の姿勢評価基準に関する評価基準情報を保持する評価基準情報保持部２４と、検
査者や被検者の姿勢を判定する姿勢判定部２５とを具備している。
【００２７】
　姿勢解析部２３は、骨格抽出部２２により得られた検査者の骨格情報（姿勢情報）を用
いて検査者にリスクがある姿勢（例えば、首の回旋や伸展など）を解析し、さらに、検査
者及び被検者の骨格情報を用いて検査者や被検者の体位（例えば、立位や座位、臥位など
）を判別し、リスクのある姿勢及び体位に関する解析結果を取得する。
【００２８】
　ここで、図３に示すように、人体の骨格点（三次元座標）が特定されている。骨格点ａ
１はスピン（ＳＰＩＮＥ）点であり、骨格点ａ２はヘッド（ＨＥＡＤ）点であり、骨格点
ａ３は肩中央（ＳＨＯＵＬＤＥＲ　ＣＥＮＴＥＲ）点である。骨格点ａ４は右肩（ＳＨＯ
ＵＬＤＥＲ　ＲＩＧＨＴ）点であり、骨格点ａ５は左肩（ＳＨＯＵＬＤＥＲ　ＬＥＦＴ）
点であり、骨格点ａ６は右肘（ＥＬＢＯＷ　ＲＩＧＨＴ）点であり、骨格点ａ７は左肘（
ＥＬＢＯＷ　ＬＥＦＴ）点である。骨格点ａ８は右手首（ＷＲＩＳＴ　ＲＩＧＨＴ）点で
あり、骨格点ａ９は左手首（ＷＲＩＳＴ　ＬＥＦＴ）点であり、骨格点ａ１０は右手（Ｈ
ＡＮＤ　ＲＩＧＨＴ）点であり、骨格点ａ１１は左手（ＨＡＮＤ　ＬＥＦＴ）点である。
【００２９】
　また、図４に示すように、部位及びリスクのある姿勢ごとに計測方法が決定されている
。姿勢解析部２３は、この計測方法に基づいて部位及びリスクのある姿勢ごとに計測を行
い、計測結果を解析結果として取得する。例えば、対象部位が首であり、リスクのある姿
勢が回旋である場合には、計測方法は顔ベクトルＡ１と骨格点ａ３、ａ４及びａ５との関
係を計測する方法となる。同様に、対象部位が首であり、リスクのある姿勢が伸展（上方
向）である場合には、計測方法は顔ベクトルＡ１と骨格点ａ３、ａ４及びａ５との関係を
計測する方法である。また、対象部位が上体であり、リスクのある姿勢が左右の傾斜、前
傾又は後傾である場合には、計測方法は骨格点ａ１とａ３との関係を計測する方法となる
。対象部位が上腕であり、リスクのある姿勢が拳上である場合には、計測方法は骨格点ａ
１と骨格点ａ３、ａ４及びａ５との関係を計測する方法となる。対象部位が手首であり、
リスクのある姿勢が曲がりである場合には、計測方法は骨格点ａ６及びａ８と骨格点ａ８
及びａ１０との関係を計測する方法となる。
【００３０】
　具体的な計測例としては、例えば、対象部位が首であり、リスクのある姿勢が回旋であ
る場合には、図５に示すように、顔ベクトルＡ１と骨格点ａ３、ａ４及びａ５との関係を
計測することになる。この計測方法では、まず、骨格点ａ４とａ５から前額面を算出し、
次いで、前額面と骨格点ａ３から矢状面を算出し、最後に、矢状面と顔ベクトルＡ１から
の回旋角度Ｂ１を算出する。
【００３１】
　なお、検査者や被検者の体位の判別では、骨格点ａ１のＺ軸方向（高さ方向）の値、骨
格点ａ２のＺ軸方向（高さ方向）の値及びそれらの値の差をそれぞれ閾値と比較すること
で体位（例えば、立位や座位、臥位など）を判定することが可能である。
【００３２】
　評価基準情報保持部２４は、姿勢を評価する基準（姿勢評価基準）となる評価基準情報
、一例として評価基準情報テーブルＴ１（図６参照）を保持する。この評価基準情報保持
部２４としては、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ　Ｄｒｉｖｅ）やＳＳＤ（Ｓｏｌ
ｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）などの記憶部を用いることが可能である。
【００３３】
　ここで、図６に示すように、評価基準情報テーブルＴ１では、部位及びリスクのある姿
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勢ごとに評価基準が設定されている。例えば、対象部位が首であり、リスクのある姿勢が
回旋である場合には、評価基準は計測結果が±３０度以内であるか否かである。対象部位
が首であり、リスクのある姿勢が伸展（上方向）である場合には、評価基準は計測結果が
±１０度以内であるか否かである。また、対象部位が上体であり、リスクのある姿勢が左
右の傾斜である場合には、評価基準は計測結果が±２０度以内であるか否かであり、リス
クのある姿勢が前傾である場合には、評価基準は計測結果が±○○度以内であるか否かで
あり、リスクのある姿勢が後傾である場合には、評価基準は計測結果が±△△度以内であ
るか否かである。対象部位が上腕であり、リスクのある姿勢が拳上である場合には、評価
基準は計測結果が±４０度以内であるか否かであり、対象部位が手首であり、リスクのあ
る姿勢が曲がりである場合には、評価基準は計測結果が±□□度以内であるか否かである
。このような評価基準情報テーブルＴ１に基づいて姿勢判定部２５により判定が行われる
ことになる。
【００３４】
　なお、図６では、評価基準の例として角度を設定しているが、これに限るものではなく
、例えば、リスクがあると判断した回数やリスクの高さ（レベル）などリスクに付随する
情報を設定するようにしても良い。
【００３５】
　図１に戻り、姿勢判定部２５は、前述の評価基準情報テーブルＴ１と姿勢解析部２３に
よる解析結果（計測結果）に基づいて、リスクのある姿勢が評価基準内であるか否かを判
定する。この姿勢判定部２５は、姿勢解析部２３により解析した対象部位及びリスクのあ
る姿勢に対し、すなわち計測結果が得られた対象部位及びリスクのある姿勢に対して判定
を行う。
【００３６】
　例えば、対象部位が首であり、リスクのある姿勢が回旋である場合には、計測結果の値
が±３０度以内であるか否かが判定される（図６参照）。一例として、首の回旋角度が＋
２０度である計測結果が得られた場合には、評価基準情報テーブルＴ１に基づいて＋２０
度≦±３０度が真であるか否かを判断し、これは真であるためリスクは軽微であると判定
する。一方、首の回旋角度が＋４０度である計測結果が得られた場合には、評価基準情報
テーブルＴ１に基づいて＋４０度≦±３０度が真であるか否かを判断し、これは偽である
ためリスクが高いと判定する。
【００３７】
　推奨姿勢特定部１８ｃは、被検者の検査情報を取得する検査情報取得部２６と、検査者
や被検者の推奨姿勢情報を保持する推奨姿勢情報保持部２７と、検査者や被検者の推奨姿
勢を決定する推奨姿勢決定部２８とを具備している。
【００３８】
　検査情報取得部２６は、記憶部１５などから検査情報（例えば、被検者ＩＤや検査部位
などの情報）を取得する。なお、検査情報は、例えば、入力部１６に対する入力操作や外
部装置からのデータ受信などによって超音波診断装置１に登録され、記憶部１５に記憶さ
れている。
【００３９】
　推奨姿勢情報保持部２７は、検査者や被検者の推奨姿勢情報、一例として推奨姿勢情報
テーブルＴ２（図７参照）を保持する。この推奨姿勢情報保持部２７としては、例えば、
ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ　Ｄｒｉｖｅ）やＳＳＤ（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉ
ｖｅ）などの記憶部を用いることが可能である。
【００４０】
　ここで、図７に示すように、推奨姿勢情報テーブルＴ２では、検査部位、検査者体位、
被検者体位及びリスクのある姿勢ごとに、提示文字（キーワード）及び提示図（現在→改
善後）の推奨姿勢が設定されている。例えば、検査部位が腹部であり、検査者体位が立位
であり、リスクのある姿勢が首：伸展又は上体：前傾である場合には、提示文字は座位で
あり、提示図は現在の立位から改善後の座位を示す図である。また、検査部位が心臓部で
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あり、検査者体位が検査台座位であり、リスクのある姿勢が首：回旋又は上腕：拳上であ
る場合には、提示文字は椅座位、提示図は現在の検査台座位から改善後の椅座位を示す図
である。このように検査部位、検査者体位、被検者体位及びリスクのある姿勢ごとに推奨
姿勢が設定されている。
【００４１】
　図１に戻り、推奨姿勢決定部２８は、検査情報取得部２６により取得された検査情報（
例えば、検査部位情報）、姿勢解析部２３により得られた検査者や被検者の体位情報及び
姿勢判定部２５により判定されたリスクのある姿勢を用いて、推奨姿勢情報保持部２７に
より保持されている推奨姿勢情報テーブルＴ２から、検査者や被検者の推奨姿勢を決定す
る。
【００４２】
　ここで、例えば、検査部位が腹部であり、検査者体位が立位であり、リスクのある姿勢
が首：伸展又は上体：前傾である場合には、推奨姿勢（最適な姿勢）が座位と決定され、
提示文字が座位となり、提示図は現在の立位から改善後の座位を示す図となる（図７参照
）。この情報が姿勢判定部２５による評価結果と共に評価報知部１８ｄに送られる。同様
に、検査部位が心臓部であり、検査者体位が検査台座位であり、リスクのある姿勢が首：
回旋又は上腕：拳上である場合には、推奨姿勢が椅座位と決定され、提示文字が椅座位と
なり、提示図が現在の検査台座位から改善後の椅座位を示す図となる。この情報が姿勢判
定部２５による評価結果と共に評価報知部１８ｄに送られる。
【００４３】
　評価報知部１８ｄは、姿勢判定部２５により得られた判定結果（評価結果）及び推奨姿
勢決定部２８により決定された推奨姿勢（最適姿勢）を検査者などに文字や画像などによ
って報知する。この評価報知部１８ｄは、警告などを促す文字や画像などを表示部１４に
表示させることで、検査者に警告などを報知することが可能である。
【００４４】
　例えば、評価報知部１８ｄ、図８に示すように、表示部１４に「良好」という文字など
を表示したり、あるいは、図９に示すように、「警告：首の姿勢に問題。詳細はこちら。
」などの文章を表示したりする。これにより、検査者は表示画面を視認し、現在の姿勢が
リスクのある姿勢であることを容易に把握することができる。
【００４５】
　また、図９において、「警告：首の姿勢に問題。詳細はこちら。」の「こちら」をクリ
ックすると、図１０に示すように、検査者の推奨体位が表示部１４により表示される。図
１０では、提示文字として座位が表示されており、提示図として、現在の立位から改善後
の座位を示す画像が表示されている。これにより、検査者は表示画面を視認し、どのよう
な姿勢を取れば良いかを容易に把握することができ、さらに、提示図から被検者の推奨体
位や装置の位置なども把握することができる。
【００４６】
　ここで、評価結果の報知手段としては、例えば、信号機のような画像を表示したり（赤
＝警告、黄色＝注意、青＝良好）、あるいは、評価の程度（リスクレベル）をグラデーシ
ョンで表示し、評価結果に応じてグラデーション画像の一部を矢印で指したりするように
しても良い。また、評価結果を表示部１４により検査者に報知しているが、これに限るも
のではなく、例えば、マイクなどを用いて警告音や音声（一例として、「首の姿勢に問題
があります」という音声）などで報知するようにしても良く、また、検査者に無線の携帯
端末を持たせ、その携帯端末を振動させて報知するようにしても良い。これらの場合には
、検査の妨げにならないように簡易的な警告を行うことが可能である。
【００４７】
　なお、前述の警報を消すタイミングとしては、一定時間経過後に警報を消したり、ある
いは、基準を超えない時間が一定時間以上継続した場合に警報を消したり、検査者が行う
特定のジェスチャーや音声、入力部１６に対する入力操作を検出した場合などに消したり
する。
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【００４８】
　図１に戻り、レポート作成部１８ｅは、姿勢判定部２５による判定結果（評価結果）に
基づいて検査者の姿勢レポートを作成する。この姿勢レポートは表示部１４により表示さ
れることになる。この作成及び表示タイミングは、検査終了後一回でも良く、あるいは、
一定期間（例えば、一日や一週間、一か月などのまとまった単位）ごとでも良い。
【００４９】
　このレポート作成部１８ｅは、姿勢判定部２５による判定結果に応じてリスク内容（例
えば、評価結果やリスクの発生回数など）を蓄積し、そのリスク内容に沿ったリスクの程
度（リスクレベル）を決定し、姿勢リスク情報テーブルを形成する。さらに、レポート作
成部１８ｅは、その姿勢リスク情報テーブル内でリスクレベルが一番高い場合の骨格図も
取得し、その骨格図及び前述の姿勢リスク情報テーブルを所定位置に配置して姿勢レポー
トを完成させる。この姿勢レポートが表示部１４により表示される（あるいは印刷されて
も良い）。
【００５０】
　例えば、図１１に示すように、表示部１４の画面左上部には、検査者名や期間などの基
本情報が表示されており、画面左下部には、リスクの内容とリスクの程度を示す姿勢情報
テーブルＧ１が表示される。なお、リスクの程度は、リスクの頻度や厳しさ、検知回数な
どから算出される。画面右部には、一番リスクの大きかった事例の骨格図Ｇ２として、実
際の画像あるいは模式図が表示される。なお、一名の使用者（検査者）の姿勢レポートを
表示するだけではなく、例えば、利用者が複数存在する場合には、各検査者（ＡさんやＢ
さんなど）の姿勢レポートを表示するようにしても良い。
【００５１】
　次に、前述の超音波診断装置１の姿勢評価処理の流れについて図１２を参照して説明す
る。なお、検査者は入力部１６を入力操作して検査の開始や検査の終了などを指示する。
この入力操作に応じて指示信号が制御部１７に入力される。
【００５２】
　図１２に示すように、検査開始後、検査が検査中であるか否かが制御部１７により判断
され（ステップＳ１）、検査が検査中であると判断されると（ステップＳ１のＹＥＳ）、
姿勢情報が姿勢情報取得部１８ａにより取得される（ステップＳ２）。次いで、姿勢評価
が姿勢評価部１８ｂにより行われ（ステップＳ３）、さらに、推奨姿勢特定が推奨姿勢特
定部１８ｃにより行われる（ステップＳ４）。その後、姿勢評価報知が評価報知部１８ｄ
により実行され（ステップＳ５）、処理がステップＳ１に戻る。この一連の処理が検査中
に繰り返される。一方、ステップＳ１において、検査が検査中でない、すなわち検査が終
了したと判断されると（ステップＳ１のＮＯ）、姿勢レポート作成がレポート作成部１８
ｅにより行われ（ステップＳ６）、その姿勢レポートが表示部１４により表示される（ス
テップＳ７）。
【００５３】
　ステップＳ２において、姿勢情報取得部１８ａでは、検査者又は被検者の検査中の動作
（例えば、座位や体位など）が骨格検知部２１により検知される。その後、骨格検知部２
１により得られた動作情報から検査者又は被検者の検査中の骨格（骨格点の三次元座標）
が骨格抽出部２２により抽出され、骨格情報が姿勢情報として得られる。
【００５４】
　ステップＳ３において、姿勢評価部１８ｂでは、前述の骨格情報を用いて検査者や被検
者にリスクがある姿勢（例えば、首の回旋や伸展など）が姿勢解析部２３により解析され
、さらに、検査者や被検者の体位（例えば、立位や座位、臥位など）が判別される。これ
により、リスクのある姿勢及び体位に関する解析結果（計測結果）が取得される。評価基
準情報保持部２４内の評価基準情報テーブルＴ１と姿勢解析部２３による解析結果が用い
られ、リスクのある姿勢が評価基準内であるか否かが姿勢判定部２５により判定される。
例えば、対象部位が首であり、リスクのある姿勢が伸展である場合には、計測結果の値が
±１０度以内であるか否かが判定される（図６参照）。一例として、首の伸展角度が＋２
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０度である計測結果が得られた場合には、評価基準情報テーブルＴ１に基づいて＋２０度
≦±１０度が真であるか否かが判断され、これは偽であるためリスクが高いと判定される
。
【００５５】
　ステップＳ４において、推奨姿勢特定部１８ｃでは、検査情報（例えば、被検者ＩＤや
検査部位などの情報）が検査情報取得部２６により記憶部１５などから取得される。この
検査情報（例えば、検査部位情報）、さらに、姿勢解析部２３により得られた検査者や被
検者の体位情報及び姿勢判定部２５により判定されたリスクのある姿勢が用いられ、推奨
姿勢情報保持部２７内の推奨姿勢情報テーブルＴ２から、検査者や被検者の推奨姿勢が推
奨姿勢決定部２８により決定される。例えば、検査部位が腹部であり、検査者体位が立位
であり、リスクのある姿勢が首：伸展又は上体：前傾である場合には、座位が推奨姿勢と
して決定され、提示文字が座位となり、提示図は現在の立位から改善後の座位を示す図と
なる（図７参照）。
【００５６】
　ステップＳ５において、姿勢判定部２５により得られた判定結果（評価結果）及び推奨
姿勢決定部２８により決定された推奨姿勢（最適姿勢）が評価報知部１８ｄにより検査者
などに文字や図などによって報知される。このとき、姿勢に問題がない場合には、図８に
示すように、表示部１４に「良好」という文字が表示される。一方、姿勢に問題がある場
合には、図９に示すように、「警告：首の姿勢に問題。詳細はこちら。」などの文章が表
示される。これにより、検査者は表示画面を視認し、現在の姿勢がリスクのある姿勢であ
ることを容易に把握することができる。さらに、検査者の必要に応じて、図１０に示すよ
うに、検査者の推奨体位が表示部１４により表示される。これにより、検査者は表示画面
を視認し、どのような姿勢を取れば良いかを容易に把握することができ、さらに、提示図
から被検者の推奨体位や装置の位置なども把握することができる。
【００５７】
　ステップＳ６において、姿勢判定部２５による判定結果（評価結果）に基づいて検査者
の姿勢レポートがレポート作成部１８ｅにより作成され、ステップＳ７において、その姿
勢レポートが表示部１４により表示される。例えば、図１１に示すように、検査者名や期
間などの基本情報、リスクの内容とそのリスクの程度を示す姿勢情報テーブルＧ１及び一
番リスクの大きかった事例の骨格図Ｇ２を含む姿勢レポートが表示される。これにより、
検査者は表示画面を視認し、リスクのある姿勢に関する情報（例えば、リスクの内容や程
度、一番リスクの大きかった姿勢など）を容易に把握することが可能である。このような
姿勢レポートの提示によって今後の検査での注意を検査者に促すことができる。
【００５８】
　このような姿勢評価処理によれば、人体の骨格情報（姿勢情報）を取得し、骨格情報か
ら抽出した部位の角度などからリスクのある姿勢を解析して評価し、その評価結果を検査
者に提示することが可能となる。例えば、リスクの高い姿勢を検出した場合には、警告を
提示する。このように、超音波検査中におけるリスクのある姿勢を検査者が簡便にかつ定
量的に得ることが可能になるため、超音波検査中に姿勢の良否を容易に把握することがで
きる。加えて、検査中に検査者に対し、検査者や被検者の推奨体位や装置の推奨位置など
を提示することも可能になり、さらに、検査終了後に蓄積したデータを統計的にレポート
出力することも可能となる。このため、検査者の利便性も向上し、さらに、検査者がより
詳しく姿勢を把握することができる。
【００５９】
　以上説明したように、実施形態によれば、超音波画像を撮影するときの検査者の姿勢情
報を取得し、取得した検査者の姿勢情報を用いて検査者の姿勢を評価し、その評価結果を
検査者に報知することによって、超音波検査中に検査者が姿勢の良否を容易に把握するこ
とができる。例えば、評価結果が良い場合には、姿勢が良い（リスクが低い）旨が報知さ
れ、逆に悪い場合には、姿勢が悪い（リスクが高い）旨の警告が報知される。これにより
、検査者は超音波検査中にリスクが低い姿勢を取っていることやリスクが高い姿勢を取っ
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【００６０】
　以上、本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示
したものであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は
、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、
種々の省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の
範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含
まれる。
【符号の説明】
【００６１】
　１　　　超音波診断装置
　１８ａ　姿勢情報取得部
　１８ｂ　姿勢評価部
　１８ｃ　推奨姿勢特定部
　１８ｄ　評価報知部
　１８ｅ　レポート作成部
　２１　　骨格検知部
　２２　　骨格抽出部
　２３　　姿勢解析部
　２４　　評価基準情報保持部
　２５　　姿勢判定部
　２６　　検査情報取得部
　２７　　推奨姿勢情報保持部
　２８　　推奨姿勢決定部

【図１】 【図２】

【図３】
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